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１．はじめに 

 

平成18年６月に施行された「簡素で効率的な政府を実現するための行政改革推

進に関する法律」に基づき、地方公共団体の資産・債務改革のひとつとして「新

地方公会計制度の整備」が位置付けられました。これにより、発生主義・複式簿

記の考え方の導入を図り、「新地方公会計制度研究会報告書」（平成18年５月総

務省）で示された内容により、地方公共団体単体及び関連団体等も含む連結会計

ベースの４つの財務書類（貸借対照表・行政コスト計算書・資金収支計算書・純

資産変動計算書）を平成21年度までに整備することが求められました。 

当町においては、平成20年度決算から、歳入・歳出決算資料から財務書類を作

成して、資産、債務改革に資する情報の整備を行ってきました。 

その後、新地方公会計の推進について検討が進む中で、財務書類作成に関して

複数の方式が存在していたことから、市町村間の比較を容易にするため、総務省

が平成27年1月に公表した「統一的な基準による地方公会計マニュアル」に基づ

き、全ての地方公共団体において、原則として平成27年度から平成29年度までの

３年度間に統一的な基準による財務書類等を作成することになりました。 

当町でも、平成28年度決算から「統一的な基準」による財務書類を作成し、平

成29年度決算で２回目となり、当町の資産の把握や財政状況の公表資料のひとつ

となっています。 

この財務書類は、「一般会計等」と特別会計や企業会計（水道事業・病院事

業）を合わせた「全体会計ベース」に加え、広域連合、一部事務組合など、町の

財政に影響する関係団体を含む「連結会計ベース」の３つの区分ごとに作成する

ことになっており、当町が所有する資産と債務を把握することができます。 

今後も、それらの分析内容を充分活用して、より一層効率的な財政運営に取り

組んでまいります。 

 

 

「統一的な基準による地方公会計」の特徴 

・すべての地方公共団体が同じ様式で作成することになるため、比較が容易

になります。（平成28年度決算以降より） 

・一部事務組合、広域連合等も自ら財務書類を作成することが義務付けられ

ました。 

・町が所有する土地の評価額は、固定資産税評価にあわせた見直しを行わな

いことになりました。 

・有形固定資産（事業用資産、インフラ資産、物品）については、固定資産

台帳に基づき計上されており、新たに取得した資産については、次の基準

額に基づき固定資産台帳が整備されます。 

物品 １品の取得価格が50万円以上 

（美術品は、300万円以上、図書は、１冊50万円以上） 

工事請負費 130万円以上（税込） 

修繕費 60万円以上（税込） 
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２．対象となる会計の範囲 

 

平成29年度における４つの財務書類（貸借対照表・行政コスト計算書・資金収

支計算書・純資産変動計算書）は、「一般会計」と特別会計や企業会計をあわせ

た「全体会計」、当町が関係する関連団体を含めた「連結会計」の３つの区分で

作成します。 

区分 対象となる会計名称 

連
結
会
計 

全
体
会
計 

一般 

会計 
一般会計 

特別 

会計 

国民健康保険事業勘定特別会計 

駐車場特別会計 

公共下水道事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

介護保険特別会計 

訪問看護事業特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

企業 

会計 

水道事業会計 

国民健康保険軽井沢病院事業会計 

一
部
事
務
組
合
等 

佐久広域連合 

長野県市町村自治振興組合 

長野県後期高齢者医療広域連合 

北佐久郡老人福祉施設組合養護老人ホーム佐久良荘 

浅麓環境施設組合 

浅麓水道企業団 

佐久市・軽井沢町清掃施設組合 

東北信地区交通災害共済事務組合 

佐久市・北佐久郡環境施設組合 

長野県地方税滞納整理機構 

長野県市町村総合事務組合 

※全体会計は、町関係のすべての会計が合計されて、財務書類を作成してい

ます。 

※一部事務組合等は、複数の自治体と連携協力して行政サービスを実施して

いる関係団体です。各組合に対する負担率等に応じて按分し、全体会計と

合計し、連結会計財務書類が作成されています。 

 （負担率等の変動により、前年度末資金残高及び前年度純資産残高の差異

が生じることがあります。） 
※作成基準日について 

・会計年度の最終日である平成30年３月31日です。 

・出納整理期間（平成30年４月１日から５月31日まで）の入出金については、

作成基準日までに終了したものとして処理しています。 

・企業会計及び関係団体における未収金・未払金のうち、一般会計及び特別

会計と出納整理期間に取引があったものは、作成基準日までに入出金され

たものとして処理しています。 
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３．財務書類４表について（※財務書類４表の相関図は、連結会計ベースで表示） 

⑴ 貸借対照表（ＢＳ：Balance Sheet）--「ストック情報」 

年度末（３月31日）時点において、町が保有する“固定資産”と将来現金

化して行政サービスに使用する“流動資産”の合計の「資産」と、将来の世

代が負担しなければならない「負債」、これまでの世代が負担してきた「純

資産」の金額で構成されています。 

⑵ 行政コスト計算書（ＰＬ：Profit and Loss statement）--「フロー情報」 

１年間の行政活動で、福祉、補助金の交付やごみの収集にかかる経費など

資産形成に結びつかない行政サービスに要したコストと使用料・手数料等の

収益を示すものです。 

⑶ 純資産変動計算書（ＮＷ：Net Worth statement）--「純資産の変動情報」 

貸借対照表のうち「純資産の部」に計上されている数値が１年間でどのよ

うに変動（増減）したかを示すものです。 

⑷ 資金収支計算書（ＣＦ：Cash Flow statement）--「現金収支情報」 

１年間における資金の流れを示すもので、性質に区分して、支出と収入を示

し、どのような活動に資金が使われたかを示します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【ＮＷ：純資産変動計算書】 

前年度末純資産残高 ※ 

 806億1,241万円 

『純行政コスト（△）』 
行政サービスに対するコストの財源不足分

を表しています。  △168億7,577万円 

「財源」 
町税などの税収等及び国・県等補助金など

行政コスト計算書に計上されない財源の合

計です。       186億5,613万円 

「固定資産等の変動」 
有形固定資産等の1年間の変動額です。 

4億 103万円 

『当期末残高』 

827億9,380万円 

 

【ＰＬ：行政コスト計算書】 

「経常費用合計」 
人件費、物件費、補助金や児童手当など社

会保障関係給付費に係るの費用の合計で

す。 

204億4,079万円 

「経常収益合計」 
使用料・手数料などサービス提供の収入

の合計です。 

34億6,892万円 

「臨時損失合計」 
資産除売却の損失額です。 

△9,514万円 

「臨時利益合計」 
資産除売却の収益額です。 

96万円 

『純行政コスト』 

168億7,577万円 

 

【ＢＳ：貸借対照表】 

『固定資産』 
庁舎、学校、道路及び公園等

住民サービスを提供するた

め保有する財産の合計額で

す。 

881億4,656万円 

『負債』 
町債（借金）など将来の世代

に負担となるもの合計額で

す。 

136億5,911万円 

『流動資産』 
財政調整基金（貯金）など将

来現金化して行政サービス

に使用する財産です。 

83億 635万円 

うち現金預金 

32億2,912万円 

 

 

『純資産』 
過去の世代や国・県が負担

し、将来返済しなくてもよ

い財産です。 
827億9,380万円 

資産合計 

964億5,291万円 

負債及び純資産合計 

964億5,291万円 

 
【ＣＦ：資金収支計算書】 

「業務活動収支」 
行政サービスを行う中での収支状況です。 

53億 291万円 

「投資活動収支」 
学校、道路や公園などの資産形成に係る収

入と支出の状況です。 

△45億3,218万円 

「財務活動収支」 
町債（借金）の借入（収入）や償還（返済）

の収支状況です。 

△9億7,412万円 

期首資金残高 ※ 

34億3,251万円 

『本年度末資金残高』 

32億2,912万円 

 ※連結会計は一部事務組合等の負担率変動により前年度末資金残高

及び前年度純資産残高の差異が生じることがあります。 
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⑴ 貸借対照表（ﾊﾞﾗﾝｽｼｰﾄ）(平成30年3月31日現在) 

貸借対照表は平成29年度末（平成30年３月31日）において、町が保有している「資

産」とその資産をどのような財源（「負債」・「純資産」）でまかなっているかを表

しています。 

左側に「資産」、右側には資産を形成した財源を「負債」（将来世代の負担）と資産

と負債の差額である「純資産」（これまでの世代の負担）に分けて対照表示したもので

す。（連結会計を含めて掲載するため、ページを分割して表示しています。） 

■内容の説明---借方「資産」関係 

「固定資産」 

事業用資産（庁舎、学校、公民館等）とインフラ資産（道路、公園、水路等）に分

けられ、将来の世代に引き継ぐ社会的資本などの資産の合計額です。 

「流動資産」 

資金（年度末に保有している現金及び基金以外の預金）や税等の未収金、貸付金、

財政調整基金等の積立金、基金など将来現金化することが可能な財産です。 

 

資産の部 

項目 一般会計等 全体会計 連結会計 

１ 固定資産 712億8,717万円 858億5,921万円 881億4,656万円 

有形固定資産 656億 934万円 791億4,432万円 808億2,202万円 

事業用資産 290億1,670万円 386億 269万円 401億8,647万円 

インフラ資産 358億7,110万円 397億8,352万円 398億2,672万円 

物品 18億4,514万円 18億8,889万円 21億4,479万円 

無形固定資産 3億3,833万円 3億9,896万円 4億  28万円 

投資その他の資産 53億3,950万円 63億1,593万円 69億2,426万円 

投資及び出資金 15億1,423万円 15億1,423万円 15億1,423万円 

投資損失引当金 - -  - 

長期延滞債権 11億3,036万円 13億7,495万円 13億7,516万円 

長期貸付金 - - - 

基金（減債基金等） 26億9,491万円 34億2,675万円 40億3,474万円 

その他 - - 14万円 

徴収不能引当金 - - △1万円 

２ 流動資産 53億5,296万円 78億 873万円 83億  635万円 

現金預金 10億5,150万円 29億5,563万円 32億2,912万円 

未収金 4,043万円 4億9,533万円 4億9,855万円 

短期貸付金 - - - 

基金 
（財政調整基金等） 

42億6,103万円 43億3,018万円 45億1,666万円 

棚卸資産 - 2,904万円 2,907万円 

その他 - - 3,440万円 

徴収不能引当金 - △145 △145 

繰延資産 - - - 

    

資産合計 766億4,013万円 936億6,794万円 964億5,291万円 
※記載金額は、表示単位未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致しない場合

があります。 
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「固定負債」 

流動負債に計上した公債の残額や退職給付（手当）引当金など将来の世代の負担と

なるものです。 

「流動負債」 

１年内償還予定公債（町債）やその他賞与引当金、預り金などです。 

「純資産」 

過去の世代や国・県が負担した将来返済しなくてよい財産です。 

    

負債の部 

項目 一般会計等 全体会計 連結会計 

１ 固定負債 51億5,402万円 93億6,978万円 102億6,321万円 

地方債 36億7,112万円 78億1,546万円 81億4,250万円 

長期未払金 - - - 

退職手当引当金 14億6,480万円 15億3,627万円 21億 106万円 

損失補償等引当金 - - - 

その他 1,810万円 1,805万円 1,965万円 

    

２ 流動負債 5億6,633万円 32億2,167万円 33億9,590万円 

１年内償還予定地方債 3億8,158万円 8億7,942万円 10億2,169万円 

未払金 - 3億1,321万円 3億1,513万円 

未払費用 - - - 

前受金 - 2,876万円 2,876万円 

前受収益 - - - 

賞与等引当金 1億8,475万円 2億4,378万円 2億7,066万円 

預り金 - 2,914万円 2,989万円 

その他 - 17億2,736万円 17億2,977万円 

    

    

負債合計 57億2,035万円 125億9,145万円 136億5,911万円 

    

 

純資産の部

固定資産等形成分 767億9,425万円 914億5,088万円 931億1,752万円 

余剰分（不足分） △58億7,447万円 △103億7,439万円 △103億2,372万円 

    

純資産合計 709億1,978万円 810億7,649万円 827億9,380万円 

    

    

負債及び資産合計 766億4,013万円 936億6,794万円 964億5,291万円 

 

※記載金額は、表示単位未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致しない場合があります。 
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（２）行政コスト計算書（平成29年4月1日から平成30年3月31日） 

平成29年度１年間の経常的な行政活動のうち、福祉サービスやごみの収集にかかる

経費など、資産形成につながらない行政サービスに要したコストと、その財源となる

使用料や手数料等の収入の関係を表し、企業会計における損益計算書にあたるもので

す。 

減価償却費など非現金コストについても計上し、経常費用合計から経常収益合計を

差し引いたものが平成29年度の純経常行政コストとなります。 

■内容の説明 

「人件費」 

職員給与や議員報酬、退職手当引当金（全職員が年度末に普通退職したと仮定した

場合の見込額を繰入れた額）など。 

「物件費等」 

備品や消耗品、施設等の維持補修の費用、社会資本の経年劣化等に伴う減少額（減

価償却費）、委託料や使用料・手数料など。 

「その他の業務費用」  公債（町債）償還の利子など 

「移転費用」 

町民や各団体等への補助金や、児童手当、生活保護などの社会保障関係給付など 

「経常収益」  使用料・手数料など、サービスの提供に対する収入等 

 

項目 一般会計等 全体会計 連結会計 

①経常費用（純行政コスト） 

 １＋２ 
107億5,214万円 173億5,540万円 204億4,079万円 

１ 業務費用 65億8,221万円 102億3,715万円 115億3,292万円 

人件費 17億4,931万円 32億3,121万円 39億1,535万円 

物件費等 44億6,002万円 64億2,516万円 69億7,774万円 

その他の業務費用 3億7,288万円 5億8,078万円 6億3,983万円 

２ 移転費用 41億6,993万円 71億1,825万円 89億  787万円 

補助金等 18億1,598万円 58億3,426万円 46億3,935万円 

社会保障給付 7億4,566万円 7億4,566万円 37億2,988万円 

他会計への操出金 16億 401万円 5億  609万円 5億  609万円 

その他 428万円 3,224万円 3,255万円 

②経常収益（使用料及び手数料等） 4億1,725万円 31億 148万円 34億6,892万円 

使用料及び手数料 2億5,038万円 26億5,065万円 28億2,189万円 

その他 1億6,687万円 4億5,083万円 6億4,703万円 

③純経常行政コスト 

（①経常費用－②経常収益） 
103億3,489万円 142億5,392万円 169億7,187万円 

④臨時損失（資産除売却損など）  △9,986万円 △9,691万円 △9,514万円 

⑤臨時利益（資産売却益など）  7万円 68万円 96万円 

純行政コスト 

（③純経常行政コスト＋④臨時損

失－⑤臨時利益）  

102億3,496万円 141億5,633万円 168億7,577万円 

※記載金額は、表示単位未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致しない場合があります。 
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(３)純資産変動計算書（平成29年4月1日から平成30年3月31日） 

平成29年度中の純資産（国・県や過去及び現世代が負担した将来返済が不要な財

産）の変動額を明らかにし、どのような財源や要因により増減したかを表していま

す。 

（※純資産額については貸借対照表に掲載） 

■内容の説明 

「純行政コスト（△）」 

行政コスト計算書によって計算された行政サービスに対するコストの財源不足分

を表しています。 

「財源」 

町税、地方譲与税などの税収等や国県等補助金など行政コスト計算書に計上されな

い財源を表しています。 

「固定資産等の変動」 

有形固定資産等の増加と減少や貸付金・基金等の形成と取崩の額を表しています。 

「資産評価差額」 

固定資産や有価証券等の当該年度における評価益と評価損との差額を表していま

す。 

「無償所管換等」 

無償で譲渡または取得した固定資産の評価額を表しています。 

 

項目 一般会計等 全体会計 連結会計※ 

前年度末純資産残高 

 （平成29年3月31日現在）  
690億8,709万円 789億4,077万円 806億1,241万円 

１ 純行政コスト（△）  △102億3,496万円 △141億5,633万円 △168億7,577万円 

２ 財源 114億5,401万円 158億7,867万円 186億5,613万円 

(1)  税収等 102億9,302万円 136億  442万円 162億9,550万円 

(2)  国県等補助金 11億6,099万円 22億7,425万円 23億6,063万円 

３ 本年度差額 

（１純行政コスト（△）＋２財源）  
12億1,905万円 17億2,234万円 17億8,036万円 

４ 固定資産等の変動（内部変動）     

５ 資産評価差額 - - 79万円 

６ 無償所管換等 △2億9,019万円 △5億2,784万円 △5億4,097万円 

７ 他団体出資等分 - - - 

８ 比例連結割合変更に伴う差額 - - - 

９ その他純資産の変動 - 9億4,122万円 9億4,121万円 

本年度純資産変動額 

（平成29年度中） 
18億3,269万円 21億3,572万円 21億8,139万円 

本年度末純資産残高  

（平成30年3月31日現在） 
709億1,978万円 810億7,649万円 827億9,380万円 

※記載金額は、表示単位未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致しない場合があります。 

※連結会計は一部事務組合等負担率の変更により前年度末純資産残高に差異が生じることがありま

す。 
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（４）資金収支計算書（平成29年4月1日から平成30年3月31日） 

平成29年度における行政活動に伴う現金等の資金の増減を、性質の異なる三つの活

動「業務活動収支」、「投資活動収支」、「財務活動収支」に区分し、金額を表示し

たもので、どのような活動に資金を必要であったかを表しています。 

■内容の説明 

「業務活動収支」 行政サービスを行う中で毎年度継続的に収入・支出されるものです。 

「投資活動収支」 学校・道路・公園等の資産形成や投資・貸付金等の収入・支出です。 

「財務活動収支」 公債（町債）・借入金などの借入（収入）や償還（支出）などです。 

 

 

  

項目 一般会計等 全体会計 連結会計 

１ 業務活動収支 21億3,606万円 39億6,709万円 53億  291万円 

⑴ 業務支出 93億9,907万円 153億 491万円 182億8,180万円 

①業務費用支出（人件費･物件費等など） 52億2,914万円 81億8,666万円 91億3,913万円 

うち支払利息支出 4,171万円 1億1,641万円 1億2,119万円 

②移転費用支出（補肋金･扶肋費など） 41億6,993万円 71億1,825万円 91億4,267万円 

⑵ 業務収入 115億3,513万円 192億7,194万円 235億8,465万円 

①税収等収入 
（税･地方譲与税･介護保険料など） 

103億4,999万円 136億9,175万円 165億3,770万円 

②国県等補肋金収入（国県支出金など） 7億6,495万円 24億8,161万円 37億8,925万円 

③使用料及び手数料収入 2億5,332万円 26億5,285万円 28億2,408万円 

④その他の収入 1億6,687万円 4億4,573万円 4億3,362万円 

⑶ 臨時支出 - 56万円 56万円 

⑷ 臨時収入 - 62万円 62万円 

２ 投資活動収支 △19億3,424万円 △31億2,871万円 △45億3,218万円 

⑴ 投資活動支出 37億5,474万円 43億8,253万円 45億9,499万円 

①公共施設等整備費支出 
（工事請負費など） 

15億9,788万円 20億7,413万円 22億2,553万円 

②基金積立金支出 20億5,679万円 22億  833万円 22億6,939万円 

③その他の支出 
（貸付金･投資及び出資金など） 

1億    7万円 1億    7万円 1億    7万円 

⑵ 投資活動収入 18億2,050万円 12億5,382万円 6,281万円 

①国県等補肋金収入 3億9,605万円 △2億 560万円 △14億2,685万円 

②基金取崩収入 13億  989万円 13億  989万円 13億3,958万円 

③その他の収入 
（貸付金元金回収，資産売却収入など） 

1億1,456万円 1億4,953万円 1億5,008万円 

３ 財務活動収支 △4億1,995万円 △9億9,366万円 △9億7,412万円 

⑴ 財務活動支出 5億1,995万円 10億9,366万円 11億7,540万円 

①地方債償還支出（町債の元金償還分） 5億1,995万円 10億9,366万円 11億7,540万円 

②その他の支出 - - - 

⑵ 財務活動収入（町債の発行収入） 1億円 1億円 2億  128万円 

①地方債発行収入 1億円 1億円 2億   80万円 

②その他の収入 - - 48万円 

本年度資金収支額（平成29年度中） △2億1,813万円 △1億5,528万円 △2億  339万円 

期首資金残高 (平成29年3月31日現在) 12億6,963万円 31億1,091万円 34億3,251万円 

本年度末資金残高 (平成30年3月31日現在) 10億5,150万円 29億5,563万円 32億2,912万円 

※記載金額は表示単位未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致しない場合があります。 

※連結会計は一部事務組合等の負担率の変更により期首（前年度末）資金残高に差異が生じること

があります。 
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４．平成２９年度財務書類分析数値 
※住民基本台帳人口は、平成30年1月1日現在の20,283人となっています。 

項目 一般会計等 全体会計 連結会計 

資
産
形
成
度 

①町民一人あたり資産額 
ＢＳ資産合計÷住民基本台帳人口 

377.9万円 461.8万円 475.5万円 

町が所有する資産額を住民人口で除して、一人当たりの金額を算出したものです。 

②歳入額対資産比率 
ＢＳ資産合計÷ＣＦ各収入額合計 

5.2年 3.9年 3.5年 

本年度の歳入総額に対する資産の比率を表したものです。これまでに取得した資産が、歳入の何

年分に相当するかを表しています。 

③有形固定資産減価償却率  

(資産老朽化比率)  
ＢＳ有形固定資産減価償却累計額 

÷ＢＳ有形固定資産価額 

65.6％ 62.1％ 62.1％ 

土地や建設仮勘定以外の有形固定資産を一定の耐用年数によって減価償却を実施した場合、年度

末における資産が全体としてどの程度経過しているかを比率で表したものです。この比率が

100％に近いほど老朽化の程度が高いことを示しています。 

世
代
間
公
平
性 

①純資産比率 
ＢＳ純資産合計÷ＢＳ資産合計 

92.5％ 86.6％ 85.8％ 

町等が有する資産のうち純資産の部分は、過去及び現役世代の負担によるもので、負債の部分は

将来の返済が必要なものとして将来世代が負担することになります。そのため、純資産の変動は、

将来世代と現世代との間で負担の割合が変動したことを意味します。将来の世代に負担をかけな

いためにも純資産比率は高い方が良いとされています。 

②社会資本等形成の世代間負担比率 
（ＢＳ地方債＋ＢＳ１年以内償還予定地方債）

÷ＢＳ有形固定資産 

6.2％ 11.0％ 11.3％ 

町等所有する社会資本などの財源のうち、将来償還が必要な負債が占める割合（公共資産等形成

充当負債の割合）を算出することにより、社会資本等形成に係る将来世代の負担の比率を把握す

ることができます。この比率が高いほど、将来世代の負担が大きいことを示しています。 

持
続
可
能
性
（
健
全
性
） 

①町民一人あたり負債額 
ＢＳ負債合計÷住民基本台帳人口 

28.2万円 62.1万円 67.3万円 

負債（将来世代の負担）が住民一人当たりいくらあるのかを表し、住民一人当たりの資産や純資

産などと比較して財政の健全性を検討する指標になります。 

②基礎的財政収支（プライマリーバランス） 

ＣＦ業務活動収支 ＋ＣＦ支払利息支出 

＋ＣＦ投資活動収支 

2億4,353万円 9億5,479万円 8億9,192万円 

資金収支計算書上の業務活動収支（支払利息支出を除く。）及び投資活動収支の合算額のことを

いい、地方債等の元利償還額を除いた歳出と、地方債等発行収入を除いた歳入の収支を示してい

ます。当該収支が均衡している場合には、経済成長率が長期金利を下回らない限り経済規模に対

する地方債等の比率は増加せず、持続可能な財政運営であるといえます。 

③地方債の債務償還可能年数 
（ＢＳ地方債＋ＢＳ１年以内償還予定地方債）

÷ＣＦ業務活動収支 

1.90年 2.19年 1.73年 

地方債（借金）の実質債務に対し、償還財源上限額の何年分あるかを示す指標です。債務償還

可能年数が短いほど高く、逆に長いほど低いといえます。 

当町は、不交付団体であるため、地方債借入に対する恩恵がなく、健全な財政運営に努めるた

め、事業に必要な財源を計画的に基金（貯金）へ積み立てる等一定の財源を確保した後事業を

実施しているため、債務償還可能年数は、短いものとなっています。 



- 11 - 

 

 

※財務書類４表の数値に基づき計算後、四捨五入を行っているため、記載金額と一致しない場合があり

ます。 

 

 

項目 一般会計等 全体会計 連結会計 

効
率
性 

①町民一人あたり純経常行政コスト 
ＰＬ純行政コスト÷住民基本台帳人口 

51.0万円 70.3万円 83.7万円 

純経常行政コスト（資産形成につながらない行政サービス等）は、住民一人当たりいくらかかっ

ているのかを表しています。 

②町民一人あたり人件費 
ＰＬ人件費÷住民基本台帳人口 

8.6万円 15.9万円 19.3万円 

行政コストのうち人件費だけに絞って住民一人当たりのコストを計算したものです。人件費に

は、議員や職員、嘱託員にいたるまで実際の給与や手当退職負担金の現金支出額のみならず発生

主義において認識した退職給与手当金や賞与引当金も含んでいます。 

③町民一人あたり物件費 
ＰＬ物件費÷住民基本台帳人口 

22.0万円 31.7万円 34.4万円 

物件費等は、外部への業務委託料や社会資本等（事業用資産＋インフラ資産）の使用コストを表

す減価償却費、維持補修費等の合算額を表しており、このコストが住民一人当たりいくらになる

かを表しています。 

④町民―人あたり移転費用 
ＰＬ移転費用÷住民基本台帳人口 

20.6万円 35.1万円 43.9万円 

扶助費などの社会保障関係給付や各特別会計への繰出金、政策目的により住民や各団体などへ支

出する補助金など、一般会計以外の事業として進める行政サービスが住民一人当たりいくらにな

るかを表しています。 

弾
力
性 

①行政コスト対税収等比率 
ＰＬ純経常行政コスト÷ＮＷ財源 

90.2％ 89.8％ 91.0％ 

税収等の一般財源等に対する行政コストの比率を表しています。当該年度の税収等のうち、どれ

だけが資産形成を伴わない行政コストに使われたのかを把握することができます。この比率が

100％に近づくほど資産形成の余裕度が低く、また、100％を上回ると過去から蓄積した資産が取

り崩されたことを表します。 

自
立
性 

①受益者負担の割合 
ＰＬ経常収益÷ＰＬ経常費用 

3.9％ 17.9％ 17.0％ 

地方公共団体の経常費用のうち、サービスの受益者が直接的に負担するコストの比率です。 
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